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長岡市（旧三島町）に分布する腐植土層について

中井健博*

1．はじめに

　新潟平野には所々に腐植土層が分布するが、　　　　　　　　　　　　　幅

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　¢既往資料炉2）や筆者らの経験では、その層厚　　　　　　　　　　　　、．：’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌔，．は概ね5m以下である。新潟平野南西部の縁　　　　　　　　　　　疎・．馬監

辺部・あた・長肺・旧三島町恥部（脇野…．．、・鞍㌫
町地区図一惨照）にお・・、雌沈下・　4　斑；：煎“一

原因把握を目的とする地盤調査業務を行った　　　　　　　．臨’＝箪溺霊』　　刀鐸聾一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．1　1・‘
結果、最大15m程度の層厚を有する腐植土層　　　　　　1．．’一．ト㍉　　　　　◎誌ぽ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
が局所的に分布することが確認された。　　　　　　　　、踊．．1　　‥≡“＾

ここでは、上記業務で得られた嚇土層の　　肖：　i麟罐灘箒蹴鶏

土質工学的特性と沈下観測結果、また観測に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図一1　調査位置案内図1＞
用いた深層型沈下計について紹介する。

2．調査地の地盤構成

　既往資料及び今回の調査結果による調査地の地質断面図（東西方向）を図一2に示す。

　上位には軟弱な粘性土層（Ac）が分布する。三島町交差点周辺には腐植土層（Pt、　Pt－

c）がAc層に挟まれて「すり鉢」状に分布し（図中の斜線部）、その層厚は三島町交差点付

近が15m程度と最も厚く、その周辺に向かって薄くなっている。　Ac層の下位にはW値10前

後の粘性土層（Afc）、　N値50以上の砂礫層（A㎏）が分布する。
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　　　　　　　　　図一2　地質断面図（東西方向）

寧基礎地盤コンサルタンツ㈱
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㌔鷲罐竺鷲，。、＝醗一肝漂謝き点顯
月より地盤沈下の酬が概ね年■1：急　　　　▲三虚分コ≡ン凧随，已、1

1回の頻度で続けられ…．旧… @　　　亭二き顯尋、
現時点轍18鞭）の馴点、照Br　　　亮憂繊；．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ数は29点である。　　　　　　　地貫断面位置　　　　　　　　　　　．　：，㍍　　・・

cmで、三島町交差点を含むその　　　　図一3沈下量と腐植土層厚のコンタ図の比較

近辺が20cm以上となり、その外

側に向かって沈下量は小さくなる。また、この形状は腐植土層厚のコンタと非常に類似し

ており、両者に何らかの関連性が推定される。

4．調査内容

　軟弱粘性土層（Ac）と腐植土層（Pt、　Pt－c）の物理・力学・圧密特性、間隙水圧分布の

把握、また層別の沈下量と地下水位の観測を目的とし、下記の調査項目とした。

　◇　ボーリング、標準貫入試験、三成分コーン貫入試験、間隙水圧測定、サンプリング

　◇　室内土質試験（物理、一軸圧縮、圧密）、深層型沈下計設置（水位観測併用を含む）

　調査位置は図一3に示した5地点とした。

5．調査結果

（1）三成分コーン貫入試験

　結果（図一4）

験“’　・一・買ぷ辰ぷめ　　周叩・臨㌦‘W．り　　間陳経烏側・．・，
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間隙水圧輪は静水圧分　訓

布よりも大きくなってい

ることから、土質は全体

的に粘性土であることが

わかる。コーン貫入抵抗

4，はPt層で平均0．4～0．5
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られる。また、局所的に　　　　　図一4　三成分コーン貫入試験結果の深度分布図
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コーン貫入抵抗が急激に増加し、間隙水圧が急激　　　　　　　間隙水圧馬（kN／m2）

については、砂または礫の影響が考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15

（2）間隙水圧測定結果（図一5）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10
　　Pt層～Pt－c層において、間隙水圧は静水圧分

　布より若干大きく、過剰間隙水圧が若干ではある　τ5

　が認められることから、圧密が進行中であると考　裡

　えられる。　　　　　　　　　　　　’　　　　辱o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一5
（3）Pt層及びPt－c層における土質工学特性値

　（図一6～7）　　　　　　　　　　　　　　　　　．10

　　各試験値の分布形状は全体的に含水比の形状と

　類似していることがわかり、相関性を有すること　　一15

　がうかがえる。なお、Pt層の試験値の一部（図中　　　図一5　間隙水圧の深度分布図

　の破線で囲んだ部分）は全体的にPt－c層に近い値

　を示していることから局所的な値と判断される。

　　含水比はPt層で100～600％（平均320％）、　Pt－c層で50～450％（平均150％）といずれ

　も高含水比であり、Pt層はPt－c層よりも全体的に高い。いずれも深度によるばらつきが

　大きく、Pt層において顕著である。

　　ε一10gρ曲線は初期含水比が大きくなるとともに間隙比も大きくなり、圧密降伏応力も

小さくなっている。また、試料番号T1－1とT1－4は同一試料で2種類の圧密試験

　（段階載荷、定ひずみ速度載荷）を実施しているが、両者の初期含水比は異なっており

　（T1－1：392．5％・283．8％、　T　1－4：167．9％・199．6％）、θ一logρ曲線も異なってい

　る。

　　10gC，－10ゴ曲線は全体的に平均圧密圧力が大きくなるとともに圧密係数は小さく

　なっている。圧密降伏応力の前後で圧密係数が大きく低下し、曲線が屈曲するように

　なっている。

　　圧縮指数CcはPt層で1．1～6．2、　Pt－c層で1．9～4．1であり、両者の圧縮性は非常に高い。

　　過圧密比は0α～＝1前後であり、正規圧密状態に近い状態である。このため、若干の

地中応力の増加（盛土荷重や地下水位の低下など）により、新たな沈下が生じやすい地

盤状況であるといえる。
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6．沈下観測結果

（1潔量蕊㌫，㌧。蜘、よ劇　　酬
り、2種類を使い分けた。

（Type－A、図中の（a））はガス管
帥閥【一

（SGP25A）とし、下端はコーン形状と　　　　　　　　　　　　　　　〔

及び腐植土層（中間層）を対象とする

もの（Type－B、図中の（b））はガス

⇔’牛一鍋1

はロげふル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぱひひ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆアロコ　ら
管（SGP20A）とし、下端はスクリュー　　　　　図一8深層型沈下計（概要）
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　触針式水位計を沈下計内に挿入し　ε1：

　て測定した。　　　　　　　　　巴。

　　　　　　　　　　　　　　　　　：1

②　観測結果（図一9）　　　　　　…
　　平成・8年・・月3・日から観測を開iiii

アンカーとした。いずれも、沈下　　略
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c層で生じている。

　地下水位は特に大きな変動はみられない。
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7．おわりに

　業務当初は新潟県地盤図2）等により、軟弱な粘性土層（Ac）を素因とし、それを対象と

した調査内容が考えられていた。しかし、調査地近傍の地盤調査や消雪井戸についての既

往資料の収集・整理を進めるうちに腐植土層（Pt、　Pt－c）の分布が判明し、沈下観測の整

理結果と併せることにより、その腐植土層を素因と考え、それを対象とした調査内容を計

画・提案した。既往資料の収集・整理の重要性とともに、面的・三次元的な整理の重要性

も改めて感じた次第である。
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